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こ
の
た
び
県
柔
道
協
会
常
任
理
事

会
よ
り
、「
柔
道
し
ず
お
か
」
の
巻

頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
巻
頭
言

に
は
既
に
三
、四
年
前
に
書
い
て
い

る
の
で
他
の
人
に
お
願
い
で
き
な
い

か
。
良
い
機
会
だ
か
ら
各
種
委
員
会

委
員
長
ら
に
も
機
会
を
与
え
て
欲
し

い
と
話
し
ま
し
た
が
、
長
年
に
渡
っ

て
関
わ
っ
て
来
た
柔
道
に
対
す
る
そ

の
思
い
を
後
進
に
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
こ
と
で
執
筆
す
る
こ
と
に

な
っ
た
次
第
で
す
。

　

横
浜
の
生
ま
れ
育
ち
の
私
が
、
柔

道
を
習
い
始
め
た
の
は
中
学
一
年
生

の
時
で
し
た
。
小
学
生
の
頃
、「
い

が
ぐ
り
君
」
や
「
姿
三
四
郎
」
な
ど

が
漫
画
、
映
画
で
人
気
を
集
め
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
中
学
生
に
な
っ
た

ら
柔
道
部
へ
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
父
の
勧
め
で
私
学
の
逗
子
開

成
学
園
へ
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
私
の
人
生
の
一
つ
目
の

転
機
で
し
た
。
中
学
校
と
高
等
学
校

の
男
子
校
で
、
当
時
は
運
動
部
活
動

が
盛
ん
な
学
校
で
し
た
。
早
速
柔
道

部
へ
入
部
し
、
そ
し
て
高
校
へ
進
み
、

一
年
生
、
二
年
生
と
稽
古
の
他
に
近

く
の
逗
子
の
浜
を
仲
間
と
走
っ
た
り
、

海
を
見
下
ろ
す
山
へ
登
っ
た
り
し
て

基
礎
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
続
け
ま

し
た
。

　

そ
し
て
三
年
生
の
七
月
、
迎
え
た

全
国
高
校
総
体
神
奈
川
県
予
選
で
す

が
、
団
体
戦
の
前
日
に
私
は
個
人
戦

の
重
量
級
に
出
場
し
、
優
勝
し
て
全

国
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
チ
ー
ム
に
勢
い
が
付
き
、
団
体

戦
で
も
決
勝
戦
に
て
勝
ち
、
全
国
大

会
（
新
潟
市
）
へ
行
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
八
年
、
運
よ
く
国
立
の

体
育
系
大
学
へ
入
学
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
の
人
生
の
二
つ
目
の
転
機

で
、
四
年
間
授
業
に
柔
道
に
汗
を
流

し
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
作
り

ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
に
静
岡
大
学
へ
着

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
私
の
人
生
の
三
つ
目
の
転
機
で
し

た
。
本
来
な
ら
神
奈
川
県
の
教
員
に

な
る
予
定
で
し
た
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ

よ
く
静
岡
大
学
の
柔
道
の
先
生
が
退

職
す
る
と
の
こ
と
で
着
任
出
来
ま
し

た
。
以
来
、
授
業
、
研
究
、
学
内
委

員
、
社
会
体
育
の
四
本
柱
を
目
標
に

立
て
、
定
年
退
職
ま
で
実
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
部
活
動
に
係
る
時
間
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
日
常

の
勤
務
で
疲
れ
て
い
て
も
、
道
場
に

立
つ
と
不
思
議
と
体
に
元
気
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
や
は
り
柔
道
が
好
き

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
二
百
名
を
越

え
る
部
員
を
社
会
へ
送
り
出
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
立
派
に
元
気
に
社
会

人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
教
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
と
接
す
る
機
会

に
は
、
そ
の
時
代
へ
逆
戻
り
し
て
し

ま
い
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
ま
す
。

「
柔
道
を
通
し
て
の
人
間
教
育
」
を

指
導
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き
た
私
で
す

が
、
大
変
幸
せ
な
時
間
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
柔
道
に
係
る
時
間

は
莫
大
で
あ
り
、
土
・
日
曜
日
に
家

を
留
守
に
し
ま
し
た
。
日
常
生
活
の

中
で
家
族
ら
に
忙
し
い
、
ま
た
寂
し

い
思
い
を
さ
せ
た
こ
と
は
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
時
代
な
ら

と
て
も
こ
の
よ
う
な
行
動
は
通
用
い

た
し
ま
せ
ん
。

　

協
会
で
は
強
化
委
員
会
会
計
、
そ

し
て
審
判
委
員
会
、
広
報
普
及
委
員

会
、
表
彰
委
員
会
な
ど
の
委
員
長
を

務
め
、
指
導
現
場
で
、
ま
た
会
議
の

場
で
役
員
の
皆
様
と
考
え
を
述
べ
合

い
、
よ
り
良
い
柔
道
協
会
に
す
べ
く

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
時
代
と

共
に
変
わ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

変
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
見
極
め
が
重
要
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
意
見

に
協
調
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

主
張
す
べ
き
場
合
は
筋
を
通
し
て
説

明
す
る
。
こ
れ
が
大
切
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
少
子
高

齢
化
、
全
体
統
一
と
個
性
尊
重
、
考

え
方
の
多
様
化
な
ど
、
種
々
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
私

た
ち
は
柔
道
大
好
き
人
間
の
集
ま
り

で
す
。
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
提
唱
す

る
理
念
で
あ
る
「
精
力
善
用　

自
他

共
栄
」
の
精
神
で
、
一
歩
一
歩
前
へ

進
め
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
巻
頭
言
】

柔
道
指
導
を
通
し
て
思
う
こ
と

静
岡
県
柔
道
協
会
副
会
長　

八
段
　
田
　
中
　
秀
　
幸
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令
和
3
年
8
月
6
日
、
7
日

日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

（
愛
知
県
）

●
男
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

3
位

　

静
岡
学
園�

3
位

●
女
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

3
位

●
男
子
個
人
戦

55
㎏
級

　

長
屋　

進
（
神
久
呂
）�

1
位

　

狩
野
央
輔
（
静
岡
学
園
）�

2
位

66
㎏
級

　

岡
本
篤
弥
（
賤
機
）�

2
位

73
㎏
級

　

森
本
総
司
（
東
海
大
翔
洋
）�

1
位

81
㎏
級

　

川
合　

遼
（
静
岡
学
園
）�

1
位

90
㎏
級

　

石
井
克
明
（
静
岡
学
園
）�

1
位

　

城
本
憲
生
（
東
海
大
翔
洋
）�

2
位

●
女
子
個
人
戦

40
㎏
級

　

日
𠮷
七
美
（
沼
津
市
立
）�

1
位

44
㎏
級

　

今
井
葵
彩
（
沼
津
市
立
）�

1
位

48
㎏
級

　

渡
部
華
奈
（
静
岡
学
園
）�

2
位

57
㎏
級

　

三
木
に
こ
（
浜
松
西
）�

2
位

63
㎏
級

　

笠
間
芽
伊
（
竜
洋
）�

2
位

78
㎏
超
級

　

中
道
咲
桜
（
東
海
大
翔
洋
）�

1
位

　

静
岡
学
園�

1
位

　

加
藤
学
園�

2
位

●
女
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

3
位

●
男
子
個
人
戦

81
㎏
級

　

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
）�

1
位

●
女
子
個
人
戦

48
㎏
級

　

百
田
久
奈
（
藤
枝
順
心
）�

2
位

63
㎏
級

　

柿
澤
夏
美
（
藤
枝
順
心
）�

1
位

78
㎏
級

　

杉
田
菜
奈
（
藤
枝
順
心
）�

2
位

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
選
手
権

大
会
東
海
地
区
予
選

令
和
3
年
7
月
11
日

大
垣
市
武
道
館

●
男
子

81
㎏
級

　

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
）�

1
位

90
㎏
級

　

渡
邉
爽
偉
（
加
藤
学
園
）�

2
位

●
女
子

57
㎏
級

　

杉
山
月
琉
（
東
海
大
翔
洋
）�

1
位

63
㎏
級

　

柿
澤
夏
美
（
藤
枝
順
心
）�

2
位

70
㎏
級

　

渡
辺
麻
唯
乃
（
東
海
大
翔
洋
）�

2
位

令
和
３
年
度　

第
43
回
東
海
中

学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

￥

各
種
大
会
の
報
告

令
和
2
年
全
日
本
柔
道
選
手
権

大
会

令
和
2
年
12
月
26
日

講
道
館

佐
藤
和
哉
（
日
本
製
鐵
）
ベ
ス
ト
16

全
日
本
選
手
権
大
会
東
海
予
選

令
和
3
年
3
月
7
日

大
垣
市
武
道
館

●
男
子

　

小
林
悠
輔�

1
位

　

大
橋
昴
文�

予
選
リ
ー
グ
敗
退

●
女
子

　

橋
本
夏
海�

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　

金
杉
一
葉�

予
選
リ
ー
グ
敗
退

２
０
２
１
年
全
日
本
選
抜
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会

令
和
3
年
4
月
3
日
、
4
日

福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

●
男
子

100
㎏
超
級　

佐
藤
和
哉
（
新
日
鐵
住
金
）

�

1
位

●
女
子

57
㎏
級　

袴
田
佳
名
瑚
（
桐
蔭
横
浜
大
）

�

棄
権

令
和
３
年
第
21
回
東
海
柔
道
形

競
技
大
会

令
和
3
年
5
月
3
日

大
垣
市
武
道
館

●
固
の
形

　

森
田
賢
一
・
猪
又　

功�

3
位

●
極
の
形

　

長
橋
正
宏
・
舛
田
健
司�

2
位

●
柔
の
形

　

佐
野
宏
明
・
岡
村
和
幸�

4
位

●
講
道
館
護
身
術

　

鈴
木
清
仁
・
曽
根
由
多�

1
位

●
五
の
形

　

小
笠
原
淳
・
小
林
賢
治�

2
位

第
18
回
静
岡
県
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会

令
和
3
年
5
月
9
日

静
岡
市
北
部
体
育
館

●
男
子
5
年
45
㎏
級

　

1
位　

富
田　

蓮
（
柔
好
会
）

　

2
位　

山
本
翔
煌
（
柔
好
会
）

　

3
位　

服
部
周
真
（
育
誠
館
）

　
　
　
　

松
原
大
地
（
育
誠
館
）

●
男
子
5
年
45
㎏
超
級

　

1
位　

清
水　

楽
（
湖
西
お
そ
ん
が
道
場
）

　

2
位　

横
野
慶
多
（
清
水
柔
道
ク
）

　

3
位　

野
澤
倫
太
郎
（
小
山
町
柔
道
連
盟
）

　
　
　
　

杉
山
泰
資
（
育
誠
館
）

●
男
子
6
年
45
㎏
級

　

1
位　

池
田
英
慎
（
柔
好
会
）

　

2
位　

浅
井
嘉
忠
（
育
誠
館
）

　

3
位　

平
野
瑛
大
（
藤
枝
柔
ク
）

　
　
　
　

薮
田
武
尊
（
大
仁
柔
道
会
）

●
男
子
6
年
65
㎏
級

　

1
位　

神
田
琉
空
（
韮
山
柔
道
教
室
）

　

2
位　

米
山
大
貴
（
藤
枝
柔
ク
）

　

3
位　

金

子

翔
（
和
道
場
）

　
　
　
　

村
井
来
新
渡
（
高
山
柔
道
塾
）

●
男
子
6
年
65
㎏
超
級

　

1
位　

星
谷
愛
彪
（
大
仁
柔
道
会
）

　

2
位　

大
畑
慎
之
助
（
藤
枝
柔
ク
）

　

3
位　

福
島
伊
織（
袋
井
ス
ポ
協
柔
道
部
）

　
　
　
　

佐
藤
雄
真
（
浜
岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
少
）

●
女
子
5
年
40
㎏
級

　

1
位　

伊
東
柚
葉（
韮
山
柔
道
教
室
）

　

2
位　

倉
田
く
る
み
（
育
誠
館
）

　

3
位　

眞
島
百
杏（
小
山
町
柔
道
連
盟
）

　
　
　
　

髙
野　

楓
（
港
柔
道
教
室
）

●
女
子
5
年
40
㎏
超
級

　

1
位　

大
城
星
夢（
浜
北
柔
道
ス
ポ
少
）

　

2
位　

白
井
悠
心（
湖
西
お
そ
ん
が
道
場
）

　

3
位　

白
田
遥
香
（
服
織
道
場
）

　
　
　
　

山
田
海
優
（
田
代
道
場
）

●
女
子
6
年
40
㎏
級

　

1
位　

福
尾
理
円（
袋
井
ス
ポ
協
柔
道
部
）

　

2
位　

芹
澤
來
愛
（
沼
津
柔
道
会
）

　

3
位　

酒
井
優
杏
（
服
織
道
場
）

　
　
　
　

高
橋
桃
子（
袋
井
ス
ポ
協
柔
道
部
）

●
女
子
6
年
55
㎏
級

　

1
位　

永
田
幸
愛（
小
山
町
柔
道
連
盟
）

　

2
位　

新
村
咲
笑
（
和
道
場
）

　

3
位　

飯

塚

優
（
大
井
川
ス
ポ
少
）

　
　
　
　

帯
金
柚
良
（
静
岡
東
部
柔
ク
）

●
女
子
6
年
55
㎏
超
級

　

1
位　

澤
口
風
花
（
藤
枝
柔
ク
）

　

2
位　

神
田
莉
緒
（
韮
山
柔
道
教
室
）

　

3
位　

杉
山
凜
璃
（
清
流
館
）

　
　
　
　

村
越　

凛
（
浜
岡
黒
潮
柔
道
ス
ポ
少
）

東
海
高
校
総
体

令
和
3
年
６
月
19
日
、
20
日

名
張
市
武
道
交
流
館
い
き
い
き

●
男
子
団
体
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全
国
高
校
総
体

令
和
3
年
8
月
8
日
〜
12
日

長
野
市
真
島
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

●
男
子
団
体

加
藤
学
園�
2
回
戦
敗
退

●
男
子
個
人
戦

60
㎏
級

　

国
本
星
弥
（
加
藤
学
園
）

�

2
回
戦
敗
退

66
㎏
級

　

岡
本
治
祈
（
加
藤
学
園
）

�

3
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　

村
上
大
心
（
静
岡
学
園
）

�

1
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
）

�

2
回
戦
敗
退

90
㎏
級

　

木
田
敦
也
（
静
岡
学
園
）

�

3
回
戦
敗
退

100
㎏
級

　

野
村
晟
也
（
加
藤
学
園
）

�

1
回
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　

竹
田
大
和
（
加
藤
学
園
）

�

3
回
戦
敗
退

●
女
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

ベ
ス
ト
8

●
女
子
個
人
戦

48
㎏
級

　

百
田
久
奈
（
藤
枝
順
心
）

�

2
回
戦
敗
退

52
㎏
級

　

川
上
み
の
る
（
藤
枝
順
心
）

�

2
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

杉
山
月
琉
（
東
海
大
翔
洋
）

�

2
回
戦
敗
退

63
㎏
級

　

柿
澤
夏
美
（
藤
枝
順
心
）

�

1
回
戦
敗
退

70
㎏
級

　

渡
辺
麻
唯
乃
（
東
海
大
翔
洋
）

�

3
回
戦
敗
退

78
㎏
級

　

杉
田
菜
奈
（
東
海
大
翔
洋
）

�

ベ
ス
ト
8

78
㎏
超
級

　

石
川　

蒼
（
藤
枝
順
心
）

�

2
回
戦
敗
退

全
国
中
学
校
総
体

令
和
3
年
8
月
22
日
〜
25
日

A
L
S
O
K
ぐ
ん
ま
ア
リ
ー
ナ

●
男
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

ベ
ス
ト
16

●
女
子
団
体

　

東
海
大
翔
洋�

3
位

●
男
子
個
人
戦

50
㎏
級

　

高
岡
颯
斗
（
静
岡
学
園
）

�

1
回
戦
敗
退

55
㎏
級

　

長
屋　

進
（
神
久
呂
）�

3
位

60
㎏
級

　

鈴
鹿
未
来
（
浜
北
北
部
）

�

2
回
戦
敗
退

66
㎏
級

　

新
村
彪
太
（
浜
北
北
部
）

�

2
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　

森
本
総
司
（
東
海
大
翔
洋
）

�

2
回
戦
敗
退

81
㎏
級

　

川
合　

遼
（
静
岡
学
園
）�

2
位

90
㎏
級

　

石
井
克
明
（
静
岡
学
園
）�ベ
ス
ト
8

90
㎏
超
級

　

西
村　

蓮
（
東
海
大
翔
洋
）

�

1
回
戦
敗
退

●
女
子
個
人
戦

40
㎏
級

　

日
吉
七
美
（
市
立
沼
津
）

�

2
回
戦
敗
退

44
㎏
級

　

今
井
葵
彩
（
市
立
沼
津
）

�

2
回
戦
敗
退

48
㎏
級

　

渡
部
華
奈
（
静
岡
学
園
）

�

3
回
戦
敗
退

52
㎏
級

　

吉
田
旺
布
（
聖
隷
）�

3
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

鈴
木
結
虹
（
北
浜
東
部
）

�

3
回
戦
敗
退

63
㎏
級

　

永
田
り
ん
子
（
東
海
大
翔
洋
）�

3
位

70
㎏
級

　

齊
藤
希
娃
（
東
海
大
翔
洋
）

�

3
回
戦
敗
退

70
㎏
超
級

　

中
道
咲
桜
（
東
海
大
翔
洋
）

�

3
回
戦
敗
退

２
０
２
１
年
度
全
日
本
学
生
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会

令
和
3
年
11
月
25
日
、
26
日

千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ

●
男
子

60
㎏
級

　

山
本
蒼
良
（
国
際
武
道
大
）�

3
位

90
㎏
級

　

渡
邊
稜
都
（
国
際
武
道
大
）

�

1
回
戦
敗
退

100
㎏
級

　

米
山
竜
生
（
東
海
大
）

�

3
回
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　

深
井
大
雅
（
愛
知
大
）

�

1
回
戦
敗
退

●
女
子

52
㎏
級

　

渋
谷　

舞
（
環
太
平
洋
大
）�

3
位

　

百
田
久
佳
（
淑
徳
大
）

�

2
回
戦
敗
退

　

萩
尾
陽
奈
（
桐
蔭
横
浜
大
）

�

1
回
戦
敗
退

　

中
村
愛
香
莉
（
国
士
舘
大
）

�

2
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

袴
田
佳
名
瑚
（
桐
蔭
横
浜
大
）

�

欠
場

63
㎏
級

　

杵
渕　

萌
（
東
海
大
）�

5
位

70
㎏
級

　

山
本　

杏
（
帝
京
科
学
大
）�

2
位

　

橋
本
夏
海
（
静
岡
産
業
大
）

�

1
回
戦
敗
退

78
㎏
級

　

楠
明
日
香
（
中
京
大
）

�

1
回
戦
敗
退

78
㎏
超
級

　

米
川
明
穂
（
筑
波
大
）�

3
位

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会

令
和
3
年
12
月
18
日
、
19
日

講
道
館

●
男
子

81
㎏
級

　

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
高
校
）�

5
位

●
女
子

52
㎏
級

　

百
田
久
佳
（
淑
徳
大
）

�

2
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

杉
山
月
琉
（
東
海
大
翔
洋
高
校
）

�

1
回
戦
敗
退

57
㎏
級

　

袴
田
佳
名
瑚
（
桐
蔭
横
浜
大
）�

棄
権

70
㎏
級

　

山
本　

杏
（
帝
京
科
学
大
）�

7
位

78
㎏
超
級

　

米
川
明
穂
（
筑
波
大
）�

1
位

第
51
回
全
日
本
実
業
柔
道
個
人

選
手
権
大
会

令
和
3
年
12
月
18
日
、
19
日

滋
賀
県
立
武
道
館

22
歳
以
下

　

小
田
春
樹
（
ダ
イ
コ
ロ
）�

1
位

100
㎏
級

　

小
林
悠
輔
（
渡
邉
電
設
）
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�

2
回
戦
敗
退

100
㎏
超
級

　

川
井
康
平
（
日
本
通
運
）

�

1
回
戦
敗
退

52
㎏
級

　

神
山
結
理
（
ヤ
ッ
ク
ス
）

�
2
回
戦
敗
退

73
㎏
級

　

松
本
行
弘
（
イ
カ
イ
）

�

1
回
戦
敗
退

令
和
3
年
全
日
本
柔
道
選
手
権

大
会

令
和
3
年
12
月
26
日

講
道
館

　

小
林
悠
輔
（
渡
邉
電
設
）�ベ
ス
ト
16

　

佐
藤
和
哉
（
日
本
製
鐵
）�ベ
ス
ト
16

令
和
3
年
度　

静
岡
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会
柔
道
競
技

令
和
4
年
1
月
15
日

�

静
岡
県
武
道
館

●
個
人
戦

男
子
60
㎏
級

　

１
位　

小
林 

勇
斗
（
東
海
大
翔
洋
）

男
子
66
㎏
級

　

１
位　

山
下 

稜
介
（
浜
松
商
業
）

男
子
73
㎏
級

　

１
位　

長
澤 

拓
海
（
静
岡
学
園
）

男
子
81
㎏
級

　

１
位　

坂
東 

新
（
加
藤
学
園
）

　

２
位　

内
山 

久
羽
吾
（
加
藤
学
園
）

男
子
無
差
別
級

　

１
位　

沖
山 

智
（
静
岡
学
園
）

女
子
48
㎏
級

　

１
位　

牧
園 

羽
菜
（
藤
枝
順
心
）

女
子
52
㎏
級

　

１
位　

原
田 

詩
依
菜
（
藤
枝
順
心
）

女
子
57
㎏
級

　

１
位　

夏
目 

彩
夢
奈（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
）

女
子
63
㎏
級

　

１
位　

近
藤 

小
晴
（
藤
枝
順
心
）

女
子
無
差
別
級

　

１
位　

北
尾 

美
樹
（
東
海
大
翔
洋
）

令
和
4
年
2
月
19
日
（
男
子
）

・
20
日
（
女
子
）

�

静
岡
県
武
道
館

●
団
体
戦

男
子
団
体

　

１
位　

加
藤
学
園

女
子
団
体

　

１
位　

東
海
大
翔
洋

各
階
級
１
位
（
男
子
81
㎏
級
は
２
位

ま
で
）
は
、
令
和
4
年
3
月
20
日

（
日
）・
21
日
（
月
祝
）
に
日
本
武
道

館
に
て
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
本
県

代
表
と
し
て
出
場
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
武
道
学
舎
が
令
和
3
年
度
白
石
基
金
を
受
賞

全
国
よ
り
推
薦
さ
れ
た
多
く
の
団
体
の
中
か
ら
、
日
頃
の
活
動
と
地
域
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

武
道
学
舎
が
「
少
年
少
女
柔
道
普
及
振
興
基
金
【
白
石
基
金
】
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　

白
石
基
金
と
は
、
故
白
石
禮
介
氏

（
藤
園
中
学
・
九
州
学
院
高
校
の
元

柔
道
部
監
督
）
の
ご
遺
族
か
ら
公
益

財
団
法
人
全
日
本
柔
道
連
盟
に
贈
与

さ
れ
た
基
金
を
同
人
の
遺
志
に
基
づ

き
、
少
年
少
女
柔
道
普
及
振
興
に
有

効
活
用
す
る
こ
と
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
全
国
の
都

道
府
県
柔
道
連
盟
（
協
会
）
よ
り
推

薦
さ
れ
た
団
体
の
中
か
ら
、
運
営
・

選
考
委
員
会
に
よ
り
、
以
下
の
選
考

基
準
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
令
和
３

年
度
は
14
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
選
考
対
象
・
基
準
〉

●
所
属
す
る
小
学
生
及
び
父
兄

等
へ
の
柔
道
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

の
啓

蒙
・
啓
発
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

●
団
体
全
体
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
理
念
の
実
践
・
徹
底

を
図
る
な
ど
の
具
体
的
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
柔
道
を
通
じ
て
、
地
元
や
地

域
と
密
接
な
交
流
を
図
る
な
ど
、

社
会
貢
献
や
地
域
活
動
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
、
右
記
以
外
の
顕
著
な

実
績
と
認
め
ら
れ
る
取
組
み
が

あ
る
こ
と
。

写真提供：
NPO法人 武道学舎
Team Data
団体名：NPO法人 武道学舎
代表者：川嶋 敏秀
設　立：1973年2月1日

静岡県を代表して全国大会などに出場する選手だけがつける

ことができる特別なマークです。ぜひ皆さんも静岡県代表と

いう誇りを胸に、全国大会での活躍を目指してください。

静岡県を代表して全国大会などに出場する選手だけがつける

ことができる特別なマークです。ぜひ皆さんも静岡県代表と

いう誇りを胸に、全国大会での活躍を目指してください。
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高
校
女
子

近
藤
小
晴
（
藤
枝
順
心
）、

北
尾
美
樹（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
）

一
般浅

賀
慎
太
郎
（
静
岡
県
警
察
）、

荒
川
凌
馬
（
静
岡
産
業
大
学
）

第63回

静
岡
県
柔
道
祭
開
催

　

2
年
ぶ
り
の
開
催
、
静
岡
県
柔
道

祭
！

　

令
和
3
年
12
月
5
日
、
静
岡
県
立

武
道
館
に
て
第
63
回
静
岡
県
柔
道
祭

が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
っ
た
り
、
医
療

が
逼
迫
し
た
り
な
ど
苦
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
き
た
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
1
年
延
期
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

各
ス
ポ
ー
ツ
界
も
試
合
を
中
止
す
る

な
ど
の
対
応
に
苦
慮
し
て
き
た
。
静

岡
県
柔
道
協
会
も
例
に
も
れ
ず
、
第

62
回
大
会
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

ゆ
え
に
、
今
年
度
は
2
年
ぶ
り
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
者
一
同
大

変
感
慨
深
い
大
会
と
な
っ
た
。

　

開
会
式
後
は
、
令
和
2
年
度
並
び

に
3
年
度
の
協
会
表
彰
者
及
び
優
秀

団
体
、
同
指
導
者
、
同
選
手
の
表
彰

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
各
表
彰
者
・
団

体
、
並
び
に
試
合
結
果
・
優
秀
選
手

賞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
令
和
2
年
度
表
彰
者
》（
敬
称
略
）

①
永
年
功
労
者
章

鈴
木
健
夫
（
西
部
）

②
奨
励
章

中
村
久
美
（
東
部
）、
水
口　

透
（
東
部
）、

小
塚
直
哉
（
東
部
）

《
令
和
3
年
度
表
彰
者
》

①
奨
励
章

齊
藤
利
彰
（
東
部
）、小
山
明
弘
（
東
部
）、

秋
山
英
生
（
東
部
）、
北
田
晃
三
（
中
部
）、

鈴
木
清
仁
（
中
部
）、
通
場
千
里
（
中
部
）、

佐
藤　

淳
（
西
部
）、
伊
藤
貴
能
（
西
部
）

②
優
秀
団
体
章

東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校

中
等
部
（
全
中
女
子
団
体
3
位
）

③
優
秀
指
導
者
章

渡
部
直
樹
（
静
岡
学
園
高
等
学
校
教
諭
）

古
内
千
夏
（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
教
諭
）

高
田
博
文
（
静
岡
学
園
中
学
校
教
諭
）

杉
山　

崇
（
育
誠
館
道
場
）

④
優
秀
選
手
章

長
澤
篤
希
（
静
岡
学
園
高
等
学
校
）

永
田
り
ん
子（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
）

川
合　

遼
（
静
岡
学
園
中
学
校
）

長
屋　

進
（
浜
松
市
立
神
久
呂
中
学
校
）

《
試
合
結
果
》

小
学
生
の
部

1
位　

育
誠
館

2
位　

藤
枝
柔
道
倶
楽
部

3
位　
韮
山
柔
道
教
室
、
大
仁
柔
道
会

中
学
生
男
子
の
部

1
位　

静
岡
学
園
中
学
校

2
位　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

3
位　

育
誠
館
道
場
、

　
　
　

湖
西
中
学
校

中
学
生
女
子
の
部

1
位　

藤
枝
順
心
通
学
校

2
位　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

3
位　

北
浜
東
部
中
学
校
、

　
　
　

浜
北
北
部
中
学
校

高
校
生
男
子
の
部

1
位　

静
岡
学
園
高
等
学
校

2
位　

加
藤
学
園
高
等
学
校

3
位　

浜
松
西
高
等
学
校
、

　
　
　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校

高
校
生
女
子
の
部

1
位　

藤
枝
順
心
高
等
学
校

2
位　
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校

3
位　

沼
津
市
立
沼
津
高
等
学
校
、

　
　
　

飛
龍
高
等
学
校

一
般
の
部

1
位　

静
岡
県
警
察

2
位　

静
岡
産
業
大
学

3
位　

和
道
場
、

　
　
　

浜
岡
黒
潮
柔
道
ク
ラ
ブ

《
優
秀
選
手
》

小
学
生

浅
井
嘉
忠
（
育
誠
館
）、

井
戸
上
響
生
（
藤
枝
柔
道
倶
楽
部
）

中
学
生
男
子

川
合　

遼
（
静
岡
学
園
）、

米
山
大
夢（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
）

中
学
生
女
子

源
平
珠
々
（
藤
枝
順
心
）、

北
尾
季
樹（
東
海
大
学
付
属
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部
）

高
校
男
子

鈴
木
大
空
（
静
岡
学
園
）、

坂
東　

新
（
加
藤
学
園
）
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東伊豆柔道会
② 賀 茂 郡 東 伊 豆 町 稲 取

3012-2
県立稲取高等学校柔道場

③賀茂郡東伊豆町稲取
2829-4

　090-8731-9463
④山田　康
⑤幼児２名、小学生５名、

中学生５名、
　高校生１名、社会人１５名

⑥
道
場
紹
介

　

昨
今
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
高
校
施
設
の
使
用
許
可
が
下
り
ず

長
期
に
わ
た
り
稽
古
を
休
み
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
ま
た
児

童
人
口
の
減
少
も
あ
り
、
同
じ
体
格

の
相
手
と
組
ん
で
中
身
の
濃
い
稽
古

国士塾
②〒426-0067

藤枝市前島2丁目10-1
③静岡県武道館　第二道場
④澤口忠史
　090-9196-2095
⑤幼児2人、小学生10人、

中学生5人、社会人4人、
指導者7人

⑥
道
場
紹
介

　

２
０
０
２
年
4
月
静
岡
県
武
道
館

開
設
に
伴
い
、
同
年
7
月
に
発
足
。

当
初
「
藤
南
柔
道
塾
」
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
「
国
士
塾
」

に
改
称
し
ま
し
た
。

　

塾
の
活
動
目
的
と
し
て
、
柔
道
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
、
青
少
年
の

健
全
育
成
・
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
当
初
は
県
武

道
館
の
柔
道
教
室
を
兼
ね
て
の
活
動

で
し
た
が
現
在
は
教
室
の
活
動
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
火
・
木
・
土
、
週

3
回
の
夜
間
、
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。
稽
古
の
は
じ
め
に
腰
に
タ
オ
ル

を
つ
け
タ
オ
ル
を
奪
い
合
う
「
尻
尾

取
り
」ゲ
ー
ム
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
し
、
稽
古
者
数
に
応
じ
た
楽
し
く

も
厳
し
い
稽
古
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

令
和
3
年
12
月
、
初
代
塾
長
川
中
邦

夫
八
段
が
亡
く
な
る
不
運
に
遭
遇
し

た
の
で
、
今
後
は
恩
師
に
報
い
る
よ

う
多
く
の
大
会
で
実
績
を
あ
げ
、
質

量
充
実
し
た
塾
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

伊東柔道会
②〒414-0046 静岡県伊

東市大原2-2-6
　大原武道場
③〒414-0044 静岡県伊

東市川奈1225-367
090-8551-9095

④鈴木 尚
⑤小学生7名、中学生7

名、高校生・社会人8名

⑥
道
場
紹
介

　

伊
東
柔
道
会
は
昭
和
24 

年
8 

月

に
伊
東
柔
道
倶
楽
部
と
し
て
創
立
し
、

現
在
は
伊
東
柔
道
会
の
名
称
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
伊
東
市
の
施
設
で
あ

る
大
原
武
道
場
に
て
、
月
・
水
・
土

の
週
3 

日
（
午
後
7 

時
～
午
後
9 

時
）
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
小
中

学
生
を
中
心
に
、
基
本
的
な
体
操
・

受
身
・
打
ち
込
み
稽
古
・
乱
取
稽
古

と
い
っ
た
内
容
で
す
。
2 

年
ほ
ど

前
か
ら
は
縄
跳
び
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
材
を
使
っ
て
子
供
た
ち
の
体
力
強

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

年
に
2 

回
伊
東
市
主
催
の
大
会

が
あ
り
、
小
さ
い
大
会
で
は
あ
り
ま

す
が
近
隣
の
柔
道
団
体
の
方
々
に
も

集
ま
っ
て
頂
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
で

柔
道
人
口
全
体
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
礼
儀
・
挨
拶
が
し
っ
か

り
で
き
る
人
」
を
1 

人
で
も
多
く

育
成
し
、
柔
道
を
や
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
に
日
々
指
導
・
活

動
し
て
い
ま
す
。

浜松市スポーツ
少年団　養武館
②浜松市西区篠原町
　20200番地の1
②〒431-0203

浜松市西区馬郡町4251-1
080-1603-8041

③坂田好司
④児童1人、小学生9人、

中学生8人、社会14人

⑥
道
場
紹
介

　

養
武
館
は
昭
和
40
年
刑
部
小
平
先

生
が
中
心
と
な
り
、
鈴
木
規
古
先
生
、

鈴
木
兵
庫
先
生
、
後
藤
満
州
寿
先
生

に
よ
り
町
内
の
有
段
者
に
各
自
の
段

×
畳
1
枚
の
寄
付
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
標
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
山
﨑
陸

雄
先
生
そ
し
て
坂
田
好
司
へ
と
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
創
設
57

年
を
迎
え
数
百
名
の
有
段
者
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、県
大
会
・

東
海
大
会
・
全
国
大
会
に
出
場
し
た

選
手
も
育
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
、
火
・
金
曜
日
の
午
後
7
時

30
分
か
ら
9
時
00
ま
で
篠
原
中
学
校

内
に
あ
る
養
武
館
道
場
で
卒
団
生
が

指
導
者
に
、
団
員
の
保
護
者
が
有
段

者
指
導
者
と
な
り
「
精
力
善
用
・
自

他
共
栄
」
の
精
神
に
基
づ
き
柔
道
を

通
し
て
規
律
、
礼
法
又
相
手
の
立
場

を
考
え
る
事
が
出
来
る
事
に
重
点
を

置
き
初
心
を
忘
れ
ず
「
ケ
ガ
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
」
練
習
に
励
み
、
ず
っ

と
柔
道
に
携
わ
っ
て
い
く
子
供
達
を

育
て
て
行
く
道
場
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

大東柔道クラブ
②掛川市浜川新田472
③0537-72-3801
④岡本　孝
⑤児童３人、小学生１１

人、中学生４人、社会人
１０人

⑥
道
場
紹
介

　

私
た
ち
大
東
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
53
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
掛
川
市
立
大
浜
中
学
校
南
体
育

館
に
於
い
て
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

の
2
回
、
午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時

ま
で
小
学
生
を
中
心
に
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、「
自

分
に
負
け
る
な
！
」を
合
言
葉
に
日
々

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
柔
道
を
通

じ
て
怪
我
を
し
な
い
身
体
と
簡
単
に

あ
き
ら
め
な
い
心
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
や
少
子
化
の
影
響

に
負
け
る
こ
と
な
く
柔
道
人
口
の
底

辺
拡
大
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

ヤワラ
柔道クラブ
②牧之原市新庄800-1

番地 御前崎中学校　
③〒421-0533

牧之原市新庄18-2番地
0548-58-1351

④原口 康之
⑤小学生1人、
 中学生1人、社会2人

⑥
道
場
紹
介

　

ヤ
ワ
ラ
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
14

年
、
広
域
学
校
組
合
中
学
校
区
の
生

徒
、
児
童
を
対
象
に
昇
段
と
青
少
年

健
全
育
成
を
目
的
に
、
礼
儀
を
大
切

に
し
て
体
力
向
上
の
為
に
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
子
ど
も
た
ち
は
、
小
学

生
1
人
中
学
生
1
人
高
校
生
2
人
と

い
う
状
況
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
稽

古
は
毎
週
水
曜
日
、
金
曜
日
の
２
回

18
時
30
分
～
20
時
30
分
の
2
時
間

行
っ
て
い
ま
す
。
準
備
、基
礎
的
運
動
、

受
け
身
、
打
ち
込
み
、
乱
取
り
稽
古

で
日
々
少
し
ず
つ
精
進
し
て
い
ま
す
。

当
初
の
学
校
組
合
中
学
校
区
の
生
徒

児
童
が
い
な
く
な
っ
た
為
に
榛
南
地

区
に
募
集
範
囲
を
拡
大
し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
に
柔
道
を
心
か
ら
好
き
で

黒
帯
を
目
指
す
子
ど
も
が
い
る
以
上
、

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で

ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
致
し
ま
す
。

道
場
紹
介

ど
う
じ
ょ
う

し
ょ
う
か
い

県
内
各
地
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
「
道
場
」
を
各
地
区
２
道
場
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

①名称
②住所（練習場所）
③連絡先
④代表者氏名
⑤所属人数
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東伊豆柔道会
② 賀 茂 郡 東 伊 豆 町 稲 取

3012-2
県立稲取高等学校柔道場

③賀茂郡東伊豆町稲取
2829-4

　090-8731-9463
④山田　康
⑤幼児２名、小学生５名、

中学生５名、
　高校生１名、社会人１５名

⑥
道
場
紹
介

　

昨
今
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
高
校
施
設
の
使
用
許
可
が
下
り
ず

長
期
に
わ
た
り
稽
古
を
休
み
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
ま
た
児

童
人
口
の
減
少
も
あ
り
、
同
じ
体
格

の
相
手
と
組
ん
で
中
身
の
濃
い
稽
古

国士塾
②〒426-0067

藤枝市前島2丁目10-1
③静岡県武道館　第二道場
④澤口忠史
　090-9196-2095
⑤幼児2人、小学生10人、

中学生5人、社会人4人、
指導者7人

⑥
道
場
紹
介

　

２
０
０
２
年
4
月
静
岡
県
武
道
館

開
設
に
伴
い
、
同
年
7
月
に
発
足
。

当
初
「
藤
南
柔
道
塾
」
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
「
国
士
塾
」

に
改
称
し
ま
し
た
。

　

塾
の
活
動
目
的
と
し
て
、
柔
道
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
、
青
少
年
の

健
全
育
成
・
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
当
初
は
県
武

道
館
の
柔
道
教
室
を
兼
ね
て
の
活
動

で
し
た
が
現
在
は
教
室
の
活
動
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
火
・
木
・
土
、
週

3
回
の
夜
間
、
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。
稽
古
の
は
じ
め
に
腰
に
タ
オ
ル

を
つ
け
タ
オ
ル
を
奪
い
合
う
「
尻
尾

取
り
」ゲ
ー
ム
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
し
、
稽
古
者
数
に
応
じ
た
楽
し
く

も
厳
し
い
稽
古
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

令
和
3
年
12
月
、
初
代
塾
長
川
中
邦

夫
八
段
が
亡
く
な
る
不
運
に
遭
遇
し

た
の
で
、
今
後
は
恩
師
に
報
い
る
よ

う
多
く
の
大
会
で
実
績
を
あ
げ
、
質

量
充
実
し
た
塾
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

が
な
か
な
か
さ
せ
ら
れ
な
い
な
ど
、

指
導
者
と
し
て
歯
が
ゆ
い
面
も
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
指
導
者
、
生
徒
と
一

丸
と
な
っ
て
日
々
の
稽
古
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
柔
道
会
で
は
礼
節
を

重
ん
じ
、
子
供
た
ち
に
指
導
し
て
お

り
ま
す
。
試
合
（
勝
負
）
に
勝
つ
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
相
手
を
敬
い
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

子
供
の
人
格
、
人
間
形
成
の
一
助
に

な
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊東柔道会
②〒414-0046 静岡県伊

東市大原2-2-6
　大原武道場
③〒414-0044 静岡県伊

東市川奈1225-367
090-8551-9095

④鈴木 尚
⑤小学生7名、中学生7

名、高校生・社会人8名

⑥
道
場
紹
介

　

伊
東
柔
道
会
は
昭
和
24 

年
8 

月

に
伊
東
柔
道
倶
楽
部
と
し
て
創
立
し
、

現
在
は
伊
東
柔
道
会
の
名
称
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
伊
東
市
の
施
設
で
あ

る
大
原
武
道
場
に
て
、
月
・
水
・
土

の
週
3 

日
（
午
後
7 

時
～
午
後
9 

時
）
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
小
中

学
生
を
中
心
に
、
基
本
的
な
体
操
・

受
身
・
打
ち
込
み
稽
古
・
乱
取
稽
古

と
い
っ
た
内
容
で
す
。
2 

年
ほ
ど

前
か
ら
は
縄
跳
び
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
材
を
使
っ
て
子
供
た
ち
の
体
力
強

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

年
に
2 

回
伊
東
市
主
催
の
大
会

が
あ
り
、
小
さ
い
大
会
で
は
あ
り
ま

す
が
近
隣
の
柔
道
団
体
の
方
々
に
も

集
ま
っ
て
頂
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
性
で

柔
道
人
口
全
体
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
礼
儀
・
挨
拶
が
し
っ
か

り
で
き
る
人
」
を
1 

人
で
も
多
く

育
成
し
、
柔
道
を
や
っ
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
に
日
々
指
導
・
活

動
し
て
い
ま
す
。
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新人選手紹介コーナー

新人選手紹介コーナー

　昨年度は新型コロナのためほとんどの全国大会が中止となり、多くの有望選手の夢が絶たれてしまいましたが、
今年度は二年ぶりに開催され静岡県の選手も好成績を納めました。代表選手・監督のインタビューをご覧ください。

　
　
古
内
千
夏 

さ
ん

（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
校
・
中
等
部 

教
職
員
）

全
国
中
学
校
柔
道
大
会
を
終
え
て

　

私
は
、
東
海
大
付
属
静
岡
翔
洋
高
校
・

中
等
部
に
勤
務
し
、
9
年
が
経
ち
ま
す
。

常
に
チ
ー
ム
作
り
と
し
て
「
全
国
制
覇
」

を
目
標
に
日
々
生
徒
た
ち
と
向
き
合
い
精

進
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
中
学
3
年

生
4
名
と
入
学
当
初
か
ら
、
日
本
一
だ
け

を
目
標
に
、
全
国
の
強
豪
校
を
倒
し
勝
つ

た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
は
、
全
国
3
位
と
い
う
結
果
で
、
選
手

た
ち
は
本
当
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
試
合
終
了
後
に
は
、
選

手
た
ち
の
目
に
は
涙
が
あ
ふ
れ
、
悔
し
さ

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
改
め
て
、
日
本
一

に
な
る
こ
と
の
難
し
さ
、
そ
し
て
遠
い
と

感
じ
る
瞬
間
で
し
た
。
個
人
戦
で
は
、
3

位
に
永
田
が
入
賞
し
、
中
道
・
斎
藤
も
ベ

ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
3
年
生
は
、
高
校
へ
も
進
学
を
し
て

く
れ
ま
す
。
今
は
す
で
に
次
の
目
標
を
立

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
個
人
戦
は
勿

論
の
こ
と
、
や
は
り
チ
ー
ム
の
仲
間
で
戦

う
団
体
戦
で
の
「
全
国
制
覇
」
を
達
成
す

る
た
め
、
今
後
の
指
導
に
も
力
を
注
ぎ
、

選
手
の
た
め
に
、
最
高
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
た
全
国
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
柔
道
の
発
展

と
静
岡
県
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も

協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

永
田 

り
ん
子 

さ
ん

（
東
海
大
静
岡
翔
洋
高
等
学
校
・
中
等
部
）

令
和
3
年
度
全
国
中
学
総
体
柔
道
の

部 

女
子
団
体 

第
三
位

全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

私
は
、
全
国
大
会
を
経
験
し
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
個
人
、
団
体
共

に
全
国
制
覇
を
目
指
し
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は

3
位
と
い
う
結
果
で
終
わ
り
、
と
て
も
悔

し
い
思
い
で
し
た
。
結
果
は
目
標
に
し
て

い
た
日
本
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
事
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
練
習
で
は
、
苦

し
い
事
や
辛
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
逃

げ
出
し
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
苦
し

さ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
先
輩
達
の

言
葉
や
仲
間
、
一
番
近
く
で
応
援
し
て
く

れ
た
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
頑

張
り
切
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
悔
し
い
結
果
で
も
あ
り
ま
し
た
。
高

校
で
は
も
う
一
度
、
個
人
と
団
体
で
全
国

制
覇
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
日
々
精
進

し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
謙
虚
に

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
屋
　
進 

さ
ん

（
浜
松
神
久
呂
中
学
校
）

令
和
3
年
度
全
国
中
学
総
体
柔
道
の

部　

男
子
55
㎏
三
位

全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て

　

こ
の
全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て
、
嬉
し

い
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
優

勝
で
は
な
く
３
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
と
て
も
悔
し
い
思
い

が
残
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
3
位
だ
っ
た

こ
と
が
逆
に
、
次
こ
そ
優
勝
し
て
や
る
と

い
う
気
持
ち
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
合
　
遼 

さ
ん

（
静
岡
学
園
高
校
・
中
等
部
）

令
和
3
年
度
全
国
中
学
総
体
柔
道
の

部　

男
子
81
㎏
級
準
優
勝

全
中
を
振
り
返
っ
て

　

今
回
の
大
会
で
は
一
戦
一
戦
集
中
し
、

落
ち
着
い
て
試
合
を
す
る
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。
準
決
勝
ま
で
は
自
分
の
ペ
ー

ス
で
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
決
勝
で
は
自
分
の
甘
さ
が
出
て
し
ま

い
、
抑
え
込
ま
れ
て
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
は
81
㎏
級
の
中
で
は
体
格
が
小
さ

く
、
劣
勢
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

特
に
組
み
手
を
強
化
し
た
練
習
や
体
格
の

よ
い
高
校
生
の
先
輩
達
と
の
練
習
で
、
自

分
よ
り
大
き
い
相
手
に
勝
て
、
決
勝
ま
で

進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
を

目
指
し
て
い
た
の
で
、
準
優
勝
と
い
う
結

果
は
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
手
応
え
を
感

じ
ら
れ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

大
会
に
お
い
て
、
一
戦
ご
と
に
課
題
が
み

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
特
に
寝
技

な
ど
の
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
改
善
す
る

よ
う
向
上
心
を
持
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
こ
そ
必
ず
日
本

一
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

長
澤
　
篤
希 

さ
ん

（
静
岡
学
園
高
校
）

第
43
回 

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大

会 

男
子
81
㎏
級
優
勝

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
を
振
り

返
っ
て

　

令
和
3
年
3
月
20
日
に
東
京
の
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
選
手

権
大
会
に
出
場
し
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
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ま
し
た
。
中
学
生
の
時
に
は
全
国
大
会
で

勝
ち
切
れ
ず
3
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ

か
ら
、
高
校
で
日
本
一
に
な
る
と
い
う
目

標
を
立
て
日
々
仲
間
と
努
力
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
ま
で
一
緒
に
練
習

し
て
き
た
先
輩
方
の
大
会
全
て
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を
し

た
ま
ま
の
引
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
先
輩
方
の
気
持
ち
を
胸
に
強
い
気
持

ち
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
高
校
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
全
国
大
会

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
戦
は
緊
張
か
ら

う
ま
く
自
分
の
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
回
戦
以
降
は

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
勝
ち
上
が
る
に

つ
れ
て
緊
張
も
な
く
な
り
自
分
ら
し
い
柔

道
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦

前
に
渡
部
先
生
か
ら
「
楽
し
ん
で
や
っ
て

来
い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

緊
張
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
実
力
を
す
べ

て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
自
分
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
日
々

共
に
努
力
し
て
き
た
仲
間
や
支
え
て
く
れ

た
家
族
、
先
生
方
の
お
か
げ
で
勝
ち
取
っ

た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
状
況

の
中
、
大
会
開
催
に
向
け
尽
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
す
べ
て
に
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
会
で
経
験
し

た
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
今
後
の
柔
道
人
生

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
ル
改
正
に
つ
い
て

　

２
０
２
２
年
1
月
24
日
付
で
全
柔

連
よ
り
ル
ー
ル
改
正
に
つ
い
て
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
柔
道
連
盟

（
I
J
F
）
よ
り
、
２
０
２
４
年
パ

リ
五
輪
ま
で
適
用
さ
れ
る
新
ル
ー
ル

が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

従
来
ル
ー
ル
か
ら
の
変
更
は
以
下
の

12
項
目
で
す
。

注
）
全
柔
連
に
よ
り
公
式
に
翻
訳
さ

れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
令

和
4
年
1
月
現
在
作
成
中
）

【
変
更
項
目
】

①
技
の
連
続
：
一
度
動
き
が
止

ま
っ
て
か
ら
押
し
込
む
よ
う
な
技

は
ポ
イ
ン
ト
に
な
ら
な
い
。

②
技
あ
り
認
定
（
1
）
：
側
面
が

接
地
し
た
時
に
、
90
度
以
上
の
角

度
で
体
が
畳
に
傾
け
ば
認
定
。

③
技
あ
り
認
定
（
2
）
：
肩
と
背

中
の
上
部
が
着
け
ば
認
定
。

④
受
け
身
：
手
や
両
肘
を
つ
い
て

の
受
け
身
は
、
技
あ
り
に
加
え
て

指
導
に
。

⑤
め
く
り
技
：
相
手
の
背
後
か
ら

め
く
る
よ
う
に
返
し
て
い
く
技
は

技
認
定
な
し
。

⑥
逆
背
負
投
げ
：
通
常
の
背
負
い

投
げ
と
逆
に
落
と
す
投
げ
は
技
の

認
定
を
さ
れ
ず
、
指
導
に
。
い
わ

ゆ
る
「
韓
国
背
負
い
」
な
ど
が
対

象
に
な
る
と
見
ら
れ
る
。

⑦
投
げ
終
わ
り
の
帯
よ
り
下
を
つ

か
む
動
き
：
投
げ
終
わ
り
に
限
り
、

相
手
が
寝
技
状
態
で
あ
れ
ば
帯
よ

り
下
（
下
半
身
）
を
触
っ
て
も
反

則
に
は
な
ら
ず
。

⑧
（
首
回
り
の
）
襟
と
襟
（
首
）

を
持
つ
組
み
手
：
攻
撃
中
で
あ
れ

ば
認
め
ら
れ
る
。

⑨
慣
例
的
で
は
な
い
組
み
手
：
後

帯
、
片
襟
、
ク
ロ
ス
グ
リ
ッ
プ
、

ピ
ス
ト
ル
グ
リ
ッ
プ
、
ポ
ケ
ッ
ト

グ
リ
ッ
プ
は
攻
撃
準
備
段
階
で
は

認
め
る
。

⑩
切
り
離
し
の
反
則
：
組
み
手
を

切
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
自
分
か

ら
組
み
直
さ
な
け
れ
ば
指
導
。

⑪
柔
道
着
、
髪
を
直
す
行
為
：
自

ら
服
装
を
正
す
、
ヘ
ア
ゴ
ム
な
ど

で
髪
を
結
い
直
す
行
為
は
1
試
合

1
度
ま
で
。
2
度
目
か
ら
は
指
導
。

⑫
頭
か
ら
突
っ
込
ん
で
の
投
げ

技
：
頭
か
ら
畳
に
突
っ
込
む
よ
う

に
投
げ
る
技
は
反
則
負
け
。
従
来

で
は
対
象
で
な
か
っ
た
頭
の
側
部

で
も
同
様
に
反
則
負
け
と
な
る
。

　

ル
ー
ル
改
正
は
毎
年
あ
る
の
で
す

が
、
今
回
特
出
す
べ
き
事
項
と
し
て

3
点
ほ
ど
上
げ
て
見
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
「
め
く
り
」

に
関
し
て
の
ル
ー
ル
改
正
で
す
。
内

股
や
担
ぎ
技
な
ど
で
相
手
の
股
の
間

に
入
っ
た
際
、
技
が
決
ま
ら
ず
そ
の

ま
ま
股
の
間
で
仰
向
け
に
返
さ
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
こ
の
状
態
を
技
の
効
果
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
い
わ
ゆ
る
ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
、
つ
ま

り
技
の
効
果
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
禁
止
技
で

は
な
い
の
で
、
寝
技
に
移
行
す
る
際

な
ど
に
は
効
果
的
な
攻
め
方
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
昔
は
技
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
取
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
逆
背
負
投
げ
の
禁

止
」
で
す
。
こ
れ
は
少
年
大
会
特
別

規
程
の
よ
う
に
一
発
反
則
負
け
と
は

な
ら
な
い
ま
で
も
「
指
導
」
の
対
象

と
な
る
よ
う
で
す
。
国
際
大
会
で
よ

く
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
韓
国
背
負

い
」
も
そ
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
す

が
、
今
で
は
国
内
大
会
で
も
、
ま
た

学
生
大
会
で
も
多
く
見
ら
れ
、
非
常

に
決
定
力
が
あ
り
、
こ
れ
を
得
意
技

と
し
て
い
る
選
手
も
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
封
じ
ら
れ
る
と
な

る
と
ま
た
次
の
手
を
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。

　

三
つ
目
は
い
わ
ゆ
る
「
突
っ
込

み
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま
で

突
っ
込
み
と
さ
れ
る
の
は
背
負
い
投

げ
や
内
股
な
ど
を
掛
け
る
際
、
ま
っ

す
ぐ
頭
部
を
畳
に
つ
け
な
が
ら
自
ら

前
転
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
た
場
合

に
、
頚
椎
損
傷
の
危
険
性
が
あ
る
た

め
掛
け
た
方
に
反
則
（
即
反
則
負

け
）
が
与
え
ら
れ
た
訳
で
す
が
、
こ

れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
頭
の
側
部

を
つ
け
な
が
ら
投
げ
を
打
っ
た
場
合

も
そ
の
対
象
に
な
り
う
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
大
野
翔
平
選
手
も
内
股
を
掛

け
る
際
、
そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
る

シ
ー
ン
を
よ
く
見
ま
す
が
、
今
後
は

反
則
を
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
他
少
年
大
会
特
別
規
程
へ
の

追
加
事
項
と
し
て
「
中
学
生
の
試
合

に
お
け
る
絞
技
の
禁
止
」
に
つ
い
て

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

「
絞
技
は
見
込
み
で
判
断
せ
ず
、
充

分
効
果
が
現
れ
た
時
に
一
本
と
す

る
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
「
中
学
生

の
試
合
に
お
い
て
は
、
絞
技
を
禁
止

と
し
、
施
し
た
場
合
に
は
『
指
導
』

と
す
る
」
と
な
り
ま
し
た
。
絞
技
は

上
手
に
極
ま
る
と
即
時
に
効
果
が
現

れ
る
の
で
試
合
時
間
が
短
縮
で
き
、

そ
の
後
の
試
合
に
向
け
て
体
力
を
温

存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
中
学
生
に
な
る
と
誰
も
が
こ
ぞ
っ

て
練
習
す
る
も
の
で
し
た
が
、
今
後

は
高
校
生
に
な
る
ま
で
封
印
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
近
年
中
学
生
の
大
会
に

お
い
て
絞
技
に
よ
り
選
手
が
絞
め
落

ち
し
痙
攣
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
や
、
蘇

生
中
に
頚
椎
を
損
傷
す
る
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
選

手
の
安
全
を
優
先
す
る
と
な
れ
ば
止

む
を
得
な
い
判
断
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
改
正
事
項
に
つ
い
て
も
、

そ
の
多
く
は
安
全
性
を
重
視
し
た
改

正
で
す
。
選
手
も
指
導
者
も
内
容
を

理
解
し
、
日
々
の
稽
古
か
ら
意
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

参考：
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■柔
■道
■家
■紹
■介

　

全
日
本
選
手
権
、
全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権
な
ど
を
は
じ
め
、
国
内
外
で

活
躍
す
る
、
我
が
静
岡
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
佐
藤 

和
哉　
参
段

�

（
100
㎏
超
級
／
日
本
製
鉄
）

　

静
岡
学
園
高
校
出
身

　

１
９
９
５
年
4
月
生
ま
れ
（
26
歳
）

　

静
岡
学
園
高
校
在
学
時
、
高
校
生

と
し
て
全
日
本
選
手
権
出
場
を
果
た

し
、
こ
れ
ま
で
講
道
館
杯
、
選
抜
体

重
別
選
手
権
な
ど
の
国
内
大
会
だ
け

で
な
く
、
２
０
１
８
年
グ
ラ
ン
プ
リ・チ
ュ

ニ
ス
や
２
０
１
９
年
の
ヨ
ー
ロッパ
オ
ー
プ

ン
な
ど
、
国
際
大
会
で
も
好
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
お
子
さ
ん
も

生
ま
れ
て
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
一
児
の
父
と
し
て
今
ま
さ
に
充

実
の
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年	

グ
ラ
ン
プ
リ
・
チ
ュニ
ス 

5
位

２
０
１
９
年	

ヨ
ー
ロッパ
オ
ー
プ
ン
・
オ
デ
ィ
ヴ
ェー
ラ
ス 

優
勝

２
０
２
０
年	

全
日
本
選
手
権 

3
回
戦
敗
退

 

※
無
差
別

２
０
２
０
年	

講
道
館
杯
全
日
本
体
重
別
選
手
権 

2
位

２
０
２
１
年
4
月 

全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権 

優
勝

■
小
林 

悠
輔　
参
段

�

（
90
㎏
級
／
筑
波
大
柔
道
部
コ
ー
チ
）

　

静
岡
県
熱
海
市
在
住

　

１
９
９
３
年
8
月
生
ま
れ
（
28
歳
）

　

埼
玉
県
出
身
、
埼
玉
栄
高
校
か

ら
筑
波
大
を
経
て
旭
化
成
に
て
活
躍
、

ジ
ュニ
ア
時
代
か
ら
国
際
大
会
に
も
数

多
く
出
場
し
好
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
昨
年
3
月
に
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
渡
邉 

彩
香
さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
、

奥
様
の
ご
出
身
地
で
あ
る
熱
海
市
に

移
り
住
み
、
我
が
静
岡
県
民
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
全
日
本
選
手
権

静
岡
県
予
選
、
東
海
予
選
で
は
共
に

1
位
で
通
過
し
、
静
岡
県
代
表
と
し

て
全
日
本
選
手
権
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
小
林
選
手
の
活
躍
に

目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

２
０
１
７
年	

全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権 

3 

位

２
０
１
７
年	

全
日
本
実
業
個
人
選
手
権 

優
勝

２
０
１
７
年	

グ
ラ
ン
プ
リ
・
ザ
グ
レ
ブ 

3 

位

２
０
１
７
年	

講
道
館
杯
柔
道
体
重
別
選
手
権 

3 

位

２
０
１
７
年	

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京 

2 

位

２
０
１
８
年	

全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権 

3 

位

２
０
１
８
年	

ア
ジ
ア
大
会 

男
女
混
合
団
体
戦 

優
勝

訃
　
報

川
中
邦
夫
先
生
の
思
い
出

静
岡
県
柔
道
協
会
中
部
支
部
幹
事
長

田
中
秀
幸

　

私
が
川
中
先
生
の
後
任
と
し
て
中

部
支
部
の
幹
事
長
を
お
引
き
受
け
し

た
の
は
平
成
二
十
六
年
度
で
し
た
。

そ
れ
以
前
、
先
生
は
八
年
間
に
わ
た

り
幹
事
長
の
役
職
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
常
に
口
に
し
て
い
た
の
は
「
幹

事
長
は
一
人
で
は
何
も
出
来
な
い
。

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
幹

事
長
で
あ
る
」
と
。
私
も
同
じ
八
年

間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

確
か
に
周
囲
の
方
々
の
協
力
に
よ
り

務
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

先
生
は
話
が
好
き
で
、
所
謂
川
中

節
で
周
囲
を
明
る
く
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
そ
こ
に
は
笑
い
声
が
あ
り
ま

し
た
。
気
さ
く
で
面
倒
見
が
良
く
、

多
く
の
人
々
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
稽
古
が
好
き
で
、
ど
こ
の
高

校
へ
赴
任
し
て
も
柔
道
部
顧
問
と
し

て
、
生
徒
の
稽
古
相
手
と
な
っ
て
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
教
え

子
を
世
に
送
り
出
し
、
彼
ら
は
立
派

な
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
稽
古
で
汗
を
流
し
て
、
夜

に
一
杯
や
る
の
が
楽
し
み
で
ね
ー
」

と
。
お
酒
の
好
き
な
先
生
は
、
役
員

ら
と
の
懇
親
会
で
、
本
当
に
美
味
そ

う
に
飲
み
、
柔
道
談
義
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

月
次
試
合
、
昇
段
審
査
会
な
ど
の

際
に
は
、
始
め
に
挨
拶
さ
れ
ま
し
た

が
、
嘉
納
師
範
の
柔
道
原
理
を
常
に

話
さ
れ
、「
若
い
時
に
人
生
の
基
礎

を
作
り
な
さ
い
」
と
中
高
生
に
話
し

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
川
中

先
生
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。合

掌

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
か

ら
昨
年
度
は
大
会
が
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
ず
、
初
刊
よ
り
23
年
間
で
初
め
て

休
刊
と
な
っ
た
「
柔
道
し
ず
お
か
」

で
し
た
が
、
静
岡
県
柔
道
協
会
を
は

じ
め
中
体
連
、
高
体
連
な
ど
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
ど
う
に
か
二
年
ぶ
り

に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

広
報
部
と
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
全
国
に
つ
な
が
る
い
く

つ
か
の
主
要
の
大
会
は
感
染
防
止
対

策
を
最
大
限
に
施
し
、
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
も
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
前
年
度
に
続
い
て
開
催
で
き
な

か
っ
た
大
会
も
数
多
く
あ
り
、
ま
た

開
催
さ
れ
た
大
会
も
残
念
な
が
ら
全

て
無
観
客
で
の
開
催
で
し
た
。
選
手

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
も
と
よ
り
、

応
援
す
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
至
っ

て
は
さ
ぞ
も
ど
か
し
い
思
い
を
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
特
に
少
年
柔
道

に
お
い
て
は
お
子
さ
ん
の
頑
張
る
姿

を
応
援
で
き
な
い
ご
父
兄
の
心
中
は

察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
未
来
の

柔
道
発
展
の
た
め
に
も
選
手
を
応
援

す
る
ご
家
族
の
ご
協
力
は
不
可
欠
で

す
。
日
々
の
稽
古
の
成
果
を
精
一
杯

発
揮
す
る
選
手
、
そ
の
努
力
を
見
守

り
な
が
ら
応
援
す
る
ご
家
族
や
友
人
、

ま
た
そ
れ
を
安
全
に
進
行
さ
せ
る
主

催
者
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
大
会
は
成

り
立
つ
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
感
染
防
止
対
策
は
大
会

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
残
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
観
客
を
入
れ
て
み
ん
な
で
盛
り

上
が
る
、
そ
ん
な
大
会
が
数
多
く
開

催
さ
れ
、
本
誌
に
て
紹
介
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

広
報
委
員
会

編

集

後

記


